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平　成　３０　年　度　　自　己　評　価　表

中長期目標
（学校ビジョン）

鳥取県立米子白鳳高等学校

改善方策目標（年度末の目指す姿）

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

経過・達成状況

１　学ぶ意欲の喚起・育成
２　心豊かに他と共生する態度の育成
３　社会的な自立に向けた支援

多様な学習歴やニーズを持つ生徒の学習を支援
し、社会で共生する資質と自立の基盤となる能
力・態度を育む。

評　価　結　果　　　（　1　）月

評価

今年度の
重点目標

現状 目標達成のための方策評価項目 評価の具体項目

○生徒のおかれた状況を理解し、
学ぶ意欲を高める必要がある。

○ＩＣＴ化の進展に伴い、情報活
用能力の育成が必要である。

○授業、面接指導
（スクーリング）
の改善

○生徒理解と環境
整備

１　学ぶ意欲
の喚起・育成

○ＩＣＴ活用教育
の推進

○授業を大切にする態度を育てる
ことが必要である。

○生徒が、安心して学校生活に
取り組むことができる。

○ユニバーサルデザイン・合理的配慮の観点
を取り入れた授業の展開
○授業のための全職員による情報共有
○支援が必要な生徒への個別指導

○個人面談・Ｈｙｐｅｒ－ＱＵの実施による
生徒理解と個別支援の充実
○ＳＣ・ＳＳＷ・白鳳サポーター・特別教育
支援員との連携
○通級指導教室の環境整備

○ＩＣＴ活用のための教員研修
○各教科でのＩＣＴ活用の推進
○ＮＨＫ高校講座でのＩＣＴ活用

○ＩＣＴの活用ができる。

○学習に集中し、意欲的に授業
に参加することができる。

○規律指導

２　心豊かに
他と共生する
態度の育成

○地域・社会との
交流

○挨拶、言葉遣いなど基本的生活
習慣を身につける取組が必要であ
る。

○地域との交流をとおし、地域社
会や周りの環境に対する関心を高
める必要がある。

○自己理解・他者
理解の促進

○体験活動をとお
した社会性の育成

○社会的体験を積み重ね、さらに
社会性を高めることが必要であ
る。

○人間関係力の育成をする環境づ
くりが必要である。

○遅刻・欠席の防止指導
○積極的な挨拶・声かけ
○社会人としてのマナー指導
○健康管理指導の推進

○すすんで挨拶をし、社会人と
して必要な言葉遣いをすること
ができる。

○地域社会や環境に関心を持
ち、異世代とのコミュニケー
ションができる。

○さつまいもの植付・収穫・会食を通した園
児との交流
○銭太鼓、傘踊り体験
○マツムシソウ、ヒガンバナの植栽活動

○生徒同士の信頼関係を醸成
し、クラスがお互い尊重し合っ
て居心地の良い場となる。

○生徒理解のための教員研修の実施
○通級指導の実施
○エンカウンターの実施

○諸活動において、自らすすん
で行動し自信と責任を持って活
動することができる

○定通充実事業（チャレンジものづくり体
験・テーブルマナー講習・乗馬体験・校外研
修・蔵書点検ボランティア）の実施
○アルバイト、ボランティア活動の推進

○キャリア教育の
充実

○「産業社会と人
間」「総合的な学
習の時間」の充実

○関係機関との連
携

３　社会的な
自立に向けた
支援

○社会の変化に対応するため、進
路意識を早期に向上させる必要が
ある。

○社会的自立に向けて、さらに系
統的な学習の確立が必要である。

○支援が必要と思われる生徒につ
いて、関係機関との連携が必要で
ある。

○進路に対する意識付けと自分
の適性にあった進路実現を達成
することができる。

○社会的自立に必要なスキル
が、学年に応じて徐々に身につ
いている。

○個々の生徒が、それぞれ進路
相談および進路活動の充実によ
り進路実現を図ることができ
る。

○就職・進学講演会の開催
○個別面談や相談の実施
○学年団・ＣＡと連携した進路指導

○系統的な学習プログラムの構築
○学習成果発表会の実施
○面接・着こなし講習会の実施

○上級学校・事業所見学の実施
○ハローワーク、若者サポートステーショ
ン、障害者就労・生活支援センターとの連携
○インターンシップの推奨

○ユニバーサルデザイン・合理的配慮について
の説明を全職員に行った。
○支援員を配置し、個別指導を充実させてい
る。
○不登校傾向など支援の必要な生徒も多く、授
業の出席率は余り高くない。

○各課程会議での情報共有やSC、SSWサポス
テ、白鳳サポーターとの情報共有を行った。
○中学校からの引き継、HyperーQuを実施し、
生徒理解を深めた。

○授業でのiPadの活用は昨年度比３０％増と着
実に増えて、生徒の興味・関心を引き付ける授
業の実施に取り組んだ。

〇職員が生徒に積極的に関わり、挨拶や言葉遣
いに改善が見られた。
〇コモンホールでさぼっている生徒が減った。
〇情報共有が密に行われ、円滑に指導・支援が
できた。

○計画どおり事業を実施し、教員の生徒理解、
生徒の自己理解が深まった。
○通級における指導に関する事業を計画どおり
実施し、生徒の満足度も高かった。

○体験的活動を計画どおり実施し、生徒の社会
性が育ち、いきいきと学校生活が送れるよう
なってきている。

○計画どおり事業を実施し、地域の人々や文化
に触れることで、他者との関わりや地域とのつ
ながりを学ぶことができている。

○キャリア塾事業の予算が削減されたが、外部
団体の協力により計画どおり実施している。
〇自分の適性を見極められずにいる生徒がい
る。

○自立に向けた活動を計画どおり実施し、プレ
ゼンテーションなど自己表現能力や、卒業後の
進路目標など徐々に定まりつつある。

○個々の生徒のニーズに応じて関係機関と連携
し、進路実現に向け取り組んでいる。
〇HPの奨学金支援関係のページを充実させた。
○障がい者就労に向けての取り組みを行った。
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○伝え方を工夫するなど、ユニバーサルデザイ
ン・合理的配慮に基づいた授業をさらに推進す
る。
○さらに生徒の情報を共有し、個別の支援に沿っ
た授業を行う。

○共有した情報をもとに、支援方法を引き続き検
討していく。
○中学校からの引き継ぎを活用し、個別支援をさ
らに充実させる。

○iPadを含めたICT機器の活用を引き続き推進し、
教員生徒共にICT機器操作のスキルアップを図る。

〇今後も根気強く職員が声掛けをし、情報共有を
積極的に行うことで、問題の早期発見早期解決に
取り組む。
〇個々の生徒の様子を見守り、一人一人に適切な
指導を行い、基本的生活習慣の定着に取り組む。

○生徒間の人間関係力を引き続き育成する。
○通級における指導に関する調査・研究をさらに
進め、通級による指導を充実させる。また、通信
制課程においても再来年度実施に向け計画してい
く。
○今後も引き続き体験的活動をとおして、生徒自
ら進んで行動できるよう事業を実施し、生徒の社
会性の育成に取り組む。

○今後も地域との交流活動や文化的活動を継続
し、地域の素晴らしさを認識し、積極的にコミュ
ニケーションがとれる能力を育成する。

○個別面談等の指導を更に充実させ、生徒の自己
理解、仕事理解を深めさせ、進路決定に向けての
指導を充実させる。

○今後も自立に向けた活動を系統的に企画・実施
し、卒業後の社会的自立に必要なスキルを身につ
けさせたい。

○引き続き計画した各種事業を実施し、生徒自身
が社会経験を積むように働きかける。
○障がい者就労について校内での指導方法を整え
る必要がある。


